
6 クマツヅラ科樹木の病害 

1.）キダチョウラク（メリナ）箱欝肩 

診断の要点 苗木から成木の菓に発生し、落菓被害を起こす。始め葉 

に不規則な小褐斑を生じ、これは拡大して5-10mm 大の不整瑚となる。 

病珂内部は褐色からしだいに灰褐色に変し、周囲は暗褐色の帯に囲まれ 

る。病斑の表裏両面（主として葉表側）に微小黒点（病原菌の了座）を 

散生し、これはすぐに緑黒色のすすかひ状物（病原菌の分生子塊）に被 

われる。病珂は一葉に多数生じ、互いに融合して不規則な大形菓枯状病 

斑となる（図版8-4),病菓はまもなく両側から巻き込みなから落菓する。 

病原菌 Pseudoce,cospora gmehnae (Yen et Gilles ) Yen〔＝ 

Cercoゆ0 )fl伊ltel/nec Yen et Gales〕子座は褐色～暗オリーブ色、律32 

-70pm 。分生子柄は子座上部から密に立ち上かリ、あるいは菓裏表面 

の迷走菌糸から個別に立ち上かり、淡褐色～褐色、ジグサク状、0-1隔 

壁、18-43 x 3.5-4 5pm 、全出芽・ンンポジオ型に分生子を形成し、離 

脱痕は肥厚しない。分生子は円筒状～長倒視棒状、直ないしやや虜曲、 

緑褐色～オリーブ褐色、基部截切状だか肥厚せず、2~ 13隔壁を有し、 

40-85×2.5-5 p iTi、表面平滑（図一12). 
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図－12 キダチョウラク褐斑病菌 

（左 子座と分生子柄、右 分生子） 
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6 クマツヅラ科樹木の病害

かっぱんびょう

1)キダチヨウラク (メリナ)褐斑病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こす。始め葉

に不規則な小褐斑を生 じ、これは拡大して 5~1omn ・大の不整魂 となる。

病斑内部は褐色からしだいに灰褐色に変し、周囲は暗褐色のヰ呂に囲まれ

る。病斑の表裏両面 (主として菜表側) に微小黒点 (病原菌の了卵) を

散生し、これはすぐに緑黒色のすすかひ状物 (病原菌の分生子塊) に扱

われる。病斑は一葉に多数生じ、互いに融合して不規則な大形菜÷占状病

斑となる(図版 84)。病葉はまもなく両側から巻き込みなから7各葉する。

病 原 菌 Ps釧α鑑〃′の spo′〃 g“ze/7'′雄 (Yen et Gーne Yen 〔=

Ce だoゆ o川 柳 78/′mg Yen et GII1es〕 :子座 は褐色 ~= 音オ リ一 ブ色、伸 32

~70 “m 。分生子柄は子陸上部から密に立ち上かー)、あるいは柴裏表面

の迷走菌糸から個別に立ち上かり、談褐色 ~ 褐色、ジグザク状、 0~1 隔

壁、 18~43 × 3.5~4 5〆 m 、全出芽・ンンポジオ )~=に分 星子 を形成 し、離

脱痕は肥厚しない。分生子は円筒状 ~長倒機棒状、ー目ないしやや湾曲、

緑褐色 ~ オリーブ褐色、基部誠切状だか肥厚せず、 2~13 隔壁を有 し、

40~85 × 2.5~5"m 、表面平滑 (図‐12) 。

図‐12 キダチヨウラク褐斑病菌

(左 子座と分生子柄、右 分生子)
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キダチョウラクには他にCercospora vo施Hnenae Spegazziniおよび 

Pseudocercospo;a Iwuita (Chowhui y) Deightoilの寄生が知られてい 

る。前者はkタチョウラクのみでなく、クサギ（C?eroo'entho司属樹木に 

も寄生する。 

発生生態 病原菌の分生子は細かい水滴を含んだ雨と風によって伝播 

するものと考えられている。従って伝播は主として雨季になる。しか 

し、苗畑では乾季に雇水をしながら養苗するのて、一年を通して伝播か 

行われる。分生子は25 t 15時間で発芽可能な分生子はすべて発芽す 

る。しかし、発芽胞子からの侵入・感染や、侵入してからの潜伏期など 

の生態はまだ明らかにされていない。 

発生樹種と分布 コートジボアール‘インドネシアーフィリピンからキ 

ダチョウラク（Ginehna aiborea）上に記録されている。Cercospwa 

volkanien4a はマレーシア・マラウイ・ザンピアから、Jコseudocerco功0m 

ranjita はブラジル・インド・ケニヤ・ウガンダからいずれもキダチョウラ 

クの上に発生報告がある。 

防除対策 成木では一見激しい落葉をするように見えるが、時期的に 

雨季の終わりから乾季の始めであり、さほどの実害はない。苗畑ては幼 

苗期に発生すると生長に影響が出るので、マンネブ剤（500倍）を10 日 

おきに3 -4 回散布する。 

2）キダチョウラクすす冨 

診断の要点 苗木から成木の葉に発生する。葉表に黒色、網月状で1 

~5mm 大の菌叢が発達する。一葉に多数の菌叢が発達し、またこれら 

か融合して菜のほIl全面を被うため、罹病苗木や若木は全体に黒すんで 

見える。病葉はすぐに落葉することなく、長く樹上に留まる。生長に与 

える影響はさほど強いものではなく、良く目立つ病気であるが、被害は 

軽微である（図版8-5, 6) 
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キダチ ヨウラ クには他 に Ce'℃〃ゆ om の倭翻 2877αB spegazzlnl お よび

Pse′rdocのでos加 川 '翻り血 (Chowhu ・y)Deighton の 寄生 が知 られてい

る。前者はキダチョウラクのみでなく、クサギ (C/erodeiぬ o}?)届樹木に

も寄生する。

発生生態 病原菌の分生子は細かい水滴を含んだ雨と風によって伝播

するものと考えられている。従って伝播は主として雨季になる。しか

し、苗畑では乾季に潅水をしながら義苗するのて、…年を通して伝播か

行われる。分生子は 25℃ 15時間で発芽可能な分生子はすべて発芽す

る。しかし、発芽胞子からの侵入・感染や、侵入してからの潜伏期など

の生態はまだ明らかにされていない。

発生樹種と分布 コー トジボアール・インドネシア・フィリピンからキ

ダチ ヨウラク (Cm 磯川 "?607セα) 上に記録 されている。 Cの℃ospom

加豹の〃のme はマ レー シア ・マ ラウイ ・ザ ンビアか ら、只 似doc の印 字 om

フmグごねはブラジル・インド・ケニヤ・ウガンダからいずれもキダチョウラ

クの上に発生報告がある。

防除対策 成木では一見激しい落葉をするように見えるが、時期的に

雨季の終わりから乾季の始めであり、さほどの実害はない。苗畑ては幼

苗期に発生すると生長に影響が出るので、マンネプ剤 (500倍) を 10ロ

おきに 3~4 回散布する。

びょう

2)キダチヨウラクすす病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生する。葉表に黒色、網目状で 1

~5mm 大の菌叢が発達する。一葉に多数の菌叢が発達し、またこれら

か融合して葉のほぼ全面を被うため、椛病苗木や若木は全体に黒すんで

見える。病葉はすぐに落葉することなく、長く樹上に留まる。生長に与.

える影響はさほど強いものではなく、良く目立つ病気であるが、被害は

軽微である (図版 8‐5,6) 。
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病原菌 Me/ic/a‘・lewde川ノmOh V町 miciornem (II et P.卸dow) 

Hansford 菌糸は巣表を反復分岐しながら伸長し、網月状に広かる．20 

-30gm おきに隔壁を形出し、褐色～黒褐色、性6-8gm ．幽足は五 

生、時には片飼のみ、円筒形～楕円形、長さ13-20gm,f のう蚊は頬 

球形．黒色、性120-160gm.基部川辺に剛毛を有す。剛毛は直ないし 

やや済曲、黒褐色～黒色、隔壁を有し、100-230 x 6-8gm ,1 のうは 

楕円形ないし卵形、2-4個の子のう胞了を不規則に内蔵し、25-55 )< 

25-35gm,f のう胞fは艮楕円形、褐色、4隔敏を有し、隔壁部て雄 

れる、32-43×10-14Fm （図・13). 
' ’ ー ~．・．’ 
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議思 

叫13 キダチョウラクすす痢’(“加Ia clerod.ndricola v・r 

mucromera)（左 子のう敵と隣毛、右 子のうと子のう胞子） 

発生樹種と分布 本病菌とインドネシアとフィリピンからキタチョウ 

ラク （CI・ic/s・so astorca ) 、 G c//ゆtwa .. k バナョウラク（6 

pIu/"Inens's）に発生報告がある．なお、他にフィリピンからそバナョ 

ウラク上にDimenna guゆ1町dowによるすす病か報告されている． 

防除対策 高慮多擢で日鳳不足の環境下て多発するから、苗畑てはこ 

の点に留意して宵mする．とくに薬剤防除の必要はないであろう． 

その他クマツツラ科樹木のすす病 ① クサギ（C1e,odendvon)属 

Heho/o c/erodendn Hans旬m（ガーナ・シェラレオネ・タンザニア・ウ 

カンダ・ザイール C buciso加I, C ca/n/alumI. C 加imicu/aluin, C 

schsvemn加1/au, C 叩,). If clerodenducola Ilannungs （カメルーン・中 

国・キューバ・ドミニカ・ガーナ・イン~ネンア・韓円・マレーシア・フ 
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病原菌 屑 e卿 函 c卿の吃〃の・cD/〃 var 〃〃ご′o“刷れ (H et p.Sydow)

Hansford 菌糸は葉表を反復分岐しながら伸長し、網目状に広かる。20

~30"m おきに隔壁を形成 し、褐色 ~ 黒褐色、径 6~8 〆m 。菌足は互

生、時には片側のみ、円筒形 ~楕円形、長さ 13~20"m 。子のう殻は頬

球形、黒色、径 120~]60"m 、基部周辺に剛毛を有す。剛毛は直ないし

やや湾曲、黒褐色~ 黒色、隔壁を有 し、100~230 × 6~8 〆m 。了のうは

楕円形ないし卵形、 2~4 個の子のう“包了を不規則に内蔵 し、 25~55 ×

25~35 “m 。子のう胞子は長橋円形、褐色、 4隔壁を有し、隔壁部て溢

れ る、 32~43 × 10~14 〆 m( 図‐13) 。

園‐13 キダチヨウラクすす病菌 (Mefio′aderodendrico ′a var

mーcrome「a)( 左 子の う殻と剛毛、右 子の うと子の う胞子 )

発生樹種と分布 本病菌とインドネシアとフィリピンからキタチョウ

ラ ク ( GI--ehm 破る併せα) 、 G e/ゆれcα、 キ バ ナ ヨ ウ ラ ク ( G

P毎/珍か艦艇搭) に発生報告がある。なお、他にフィリピンからキバナョ

ウラク」二に Drii′g〃〃"gノα茄 7 Sydow によるすす病か報告されている。

防除対策 高価多湿で日照不足の環境下て多発するから、菌メi=てはこ

の点に留意しで育苗する。とくに薬剤1防除の必要はないであろう。

その他クマツツラネコ樹木のすす病 ① クサギ (α87od釧ダフ伽 )属

屑 8′7o‘"c‘のり能 ,′〆〃 Hansford( ガー ナ . シェラレオネ ・タンザ ニア ・ウ

カ ン ダ ・ザ イ一 ル C b′fc/′o/277,C mP 血 加 “,C P〃〃ー"!/‘ぞ′mii , C

稀々zuezi声 “ねz′,C sp,) 、 屑 demdeiz 〆′′の超 1lal・nmgs( カ メルー ン ・中

国 ・キューバ ・ドミニカ ・ガーナ ・イン 1 ネ ンア ・韓国 ・マ レー シア ・フ
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ィリピン‘シェラレオネ・台湾・ウガンタ‘西サモア‘サイ・ール，c 

cai/atiou C cam iugiaila , C Cyto/Jkylli(iu , C glob/lw!.C I//El/I/UI, C 

into nned,ion , C . inacrosi /ion , C m ine/lessee , C panicula/uiii , c 

scendens, C . senekon , C 功OCl05iSSi/flh?./fl, C ゆeciosum, C molilsonae, 

C tnc/iotOi/iiiinl C (ii加ICU/(i/io/I Cve/ubi旧、Al cooke/one Spegazzini 

(=Al size/oasis Sydow)（台湾 C /nchotOiiiili)l)、M,cookejana var 

viticis Hansford (= Al nzalensis var ui/ices (Hansf ) Hansf et 

Deighton)（インドネシア・マレーシア・台湾 C. cytop如mon, C 

il/ernie ,CiliaCrOsゅ加ii, C l//ji/{iliCsSae, C sermntion, C I/iomnso floe)、 

NI damn/ac oar achse(a Hansford（ウカンダ C sp.)。② ヌルデモド 

キ（Peronemna) 属．Ale/lola cooke/one Spegazzini（イントネシア P 

canescens) 。③ ニンジンホク（I5ite).）属 /ienopsis acicuんSe var 

viticis (Rthm) Stevens (= Me/jo危ancidosa var. vitecis Rehm)（フィ 

リピン V. Icegundo）、 Ale/jo/a conkireirensis Hansford（ブラジル v 

mnojile vidensis ) 、 Al C/en) c/endmeco危 Hennings （ウ ガン ダ V 

加bescens)、 Al cookejana Spegにインド・フィリピン・シェラレオネ v 

cienkow読I, v cuneata, V /eucoy/on, vIIiiC)n III加，Vptinuij/oia)、M 

cookoiana vat viticis Hansford（ウガンタ r cienkotoski)、 Al 

paraensis Flenninngs ('ラクアイ Vsp ), Al veticico/a Hansford （ザ 

イール Fsp ）。 

3）チークさび篇 

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、実生養苗の場合、幼徹時に 

発生すると著しい成肯阻害を起こし、生育不揃いから得苗率の低下を招 

く。葉裏に黄色から糧黄色の粉塊（病原菌の夏胞子塊）を無数に生じ、 

葉表側は微小な黄点を多数生するため、全休に黄ばんで見える。苗木の 

場合、葉がまだ小さく、多数の夏胞子堆の形成によリ、灰褐色の葉枯れ 
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イ リピン ・シエラレオネ ・台湾 ・ウガ ンタ ・西サ モア ・サ イー ル .C

CαDば臥 ""z c q";m 堰にm α ,C Q ね メリ群柵 1,c gfobn ““ ,C m のっ}ヂe,C

277セ柳沼ぬ′"“ , CJ, なに形鞘p/zo", C ""〃"/z"ss"e, C pα“md α〃““ , c

s餌 〃〆8,′s,C g“ "′zf′“,c ゅ ec′os′ssz“?′f′jz,c,spec ′ひ跳“z,C "zo“z の′"e,

C ′ノだ方所o′mm7,C 初心のQず無加川 ,C. 災ルムリ 、屑 のりカメ"“"sPegazzlnl

(; 屑 ′73α忽那為 Sydow)( 台湾 C “7cカメo川船“)、ハず oo毎 mm var

災左犠 Hansford(; 屑 “2"/8〃榔 var 災万αg(Hansf ) Hansf et

De・ghton)( イ ン ドネ シア ・マ レー シア ・台 湾 C.c〕'fop毎〃〃〃′,C

zi招かぞg,c. “脇のりふめ /miz,C ′;中川加 謝αe,C S窃 7鑓粥川 ,c ′たの“so“"e) 、

掴 加 川略解り好 餌 rIse畝 Hmsford( ウカンダ C sp.)。② ヌルデモ ド

キ (矩 形izemq) 属 .脳e//〆〃のり庭超m spegazzm( イン トネシア P

m 〃esc釧 s)。 ③ ニ ン ジン ボ ク (1/‘顔 ) 属 /′e;′o山′sqcm 「無 口 var.

ひげ貌 s(R 由 m)Stevens(= 掴メカ函館 2c川出α var, 切 に侍 Rehm)( フィ

リピン ,1らぞβ#′!′ぞの )、 屑物 ozqc αmm セzmms 1ansford( ブ ラジル T/

mom 柳 zde'zsぉ ) 、 屑 c卿てなお′のにo超 Hennings( ウ ガ ン ダ u

無心escぜ′?s)、 屑 coo 8々7αmspeg.( イン ド・フィ リピン・シエラレオネ y

czのぞめ ws 嵐 蘭 cぞmm ね ,y /g′fのもy′o7′,V '′それ 召;?′化z,VP の 鮒 o′") 、 財

cooたem?‘‘ VaT り由雄 Hansford( ウ ガ ン タ V,c′ejぼりwsを′)、 A4

Pの復の捲郎トlennInngs( バ ラクアイ y,sp) 、ハダシ′′′cぼり如 Hansford( ザ

イー ル 1/,sP) 。

びょう

3) チークさび病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、実生養苗の場合、幻自賛時に

発生すると著しい成育阻害を起こし、生育不揃いから得苗率の低下を招

く。葉裏に黄色から樽黄色の粉塊 (病原菌の夏胞子塊) を無数に生じ、

葉表側は微小な黄点を多数生するため、全体に黄ばんで見える。苗木の

場合、葉がまだ小さく、多数の夏胞子堆の形成により、灰褐色の集粘れ
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状病珂に移行し、乾固落葉する．葉裏に形虞される夏胞子塊により陰断 

は容易である（図版91. 2). 

病原M 0 /iota leclonue (T S et K Ramaknshnan) Mulcfei (= 

Credo I加ionae Raciborski, Chacoma IecIonae T S et K . 

Ramakrishnan) ．ふつう夏胞子世代のみを形成する．夏胞子基は菜轟 

の角皮下に形成され、のち角皮を破って表面に露出する．夏胞子堆には 

糸状体かあり、円簡状でrn部か彫らんでいる．夏胞手は卵形～楕Iり形 

で、淡黄色～柵貧色、18-26X I6-20pm （図・H)．稀に夏胞子堆の中 

に冬胞子堆を形成することがあり、糸状体を有することから、上記のよ 

うにOlivea属に移された． 

発生生態 本病蘭の厳密な生盾史は明かてはないが、一般的に熱帯・ 

亜然帯地域ては、夏胞子のみてチークからチークへと伝播を繰り返す． 

夏胞子は風によって伝播する．またしばしばその大きい集を利用して苗 

木の梱包材利として用いるため、病葉がそのまま苗畑から苗畑へと連は 

れ、無病地に持ち込まれる。もうーつの伝播方法は種fとともに持ち込 

まれることて、チークの種子にはしばしば葉の断片か多く混ざってい 

る．この葉の断片が、夏胞子塊を多数持った病葉の破片であることが珍 

しくない．ー種の種苗伝播で、もともとチークの天然林のない山でのさ 

び病の発生は、恐らく輸人種子に此じって運IZれた、病集の破片からと 

推測されている。 
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図-14 チークさび馴． 

（左 夏胞子層、右 夏胞子） 
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状病斑に移行し、乾固落葉する。葉裏に形成される夏胞子塊により診断

は容易である (図版 9‐1,2) 。

病原菌 ○/′雄α′ec如 粥e(T s ct K Ramakr1shnan)Muldel 〔=

ひ′謬do ′ec′○〃"β Raclborsk1, c/賜の“ノα fecのme T s et K.

Ramaknsh11an 〕 .ふつう夏胞子世代のみを形成する。夏胞子堰は葉裏

の角皮下に形成され、のち角皮を破って表而に露出する。夏胞子粗には

糸状体かあり、円筒状で頂部か膨らんでいる。夏胞子は卵形 ~楕円形

で、淡黄色 ~ 椿黄色、 18~26 × 16~20 “m( 図 -14)。稀 に夏胞子堆の「il

に冬胞子堆を形成することがあり、糸状体を有することから、上記のよ

うに○加瀬属に移された。

発生生態 本病菌の厳密な生活史は明かてはないが、一般的に熱帯 ・

亜熱帯地域ては、夏胞子のみてチークからチー クへと伝播を繰 り返す。

夏胞子は風によって伝播する。またしばしばその大きい葉を利用して苗

木の梱包材洲として用いるため、病葉がそのまま AI-畑から -曹畑へと運ば

れ、無病地に持ち込まれる。もう一つの伝播方法は種子とともに持ち込

まれることて、チークの種子にはしばしば葉の断片か多く混ざってい

る。この葉の断片が、夏胞子塊を多数持った病葉の破片であることが珍

しくない。一種の種苗伝播で、もともとチークの天然林のない 1罫でのさ

び病の発生は、恐らく輸人種子に痛もじって運ばれた、病葉の破片からと

推測されている。

図‐14 チークさび病菌

(左 夏胞子層、右 夏胞子)
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発生樹種と分布 本病菌はチーク（Tectona granths)のみを侵す。従 

って、発生地域もチークを導入しているアシアに限られている。現在ま 

でのところバングラデシュ・インド・インドネシア・ミャンマー・パキ 

スタン・フィリピン・スリランカ・タイ・台湾から被害報告がある。 

防除対策 a 種子を購入あるいは譲渡された時は狭雑物、とくにチー 

クの葉の破片に注意し、種子以外の狭雑物は集めて焼却する。 

b 周辺のチーク成林が苗木への伝染源になるから、チークの養苗は 

なるべく周りにチーク林のないところで行う。 

C 種々の苗木の輪送梱包材料としてチークの葉を使うのは止める。 

d 播き付き幼苗に発生を認めたら、 トリアジメホン剤（1,000 -

2,000倍）あるいはマンネブ剤（500倍）を10日おきに数回散布するa 

かっばんびょう 

4）ニンジンポク褐斑病 

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こす。始め葉 

に小さな褐色の角斑を生じ、これは周囲不鮮明になリながら拡大し、5-

10mm大の褐色斑となる。周りを赤褐色の帯で囲まれる病斑もある。病 

斑表面に微小黒点（病原菌の子座）を散生し、これはまもなく灰緑色す 

すかび状物（病原菌の分生子塊）に被われる。病菓裏面は淡灰緑色の微 

粉状（表生菌糸からの分生子柄と分生子形成のため）を呈する。病葉は 

しだいに黄化・褐変して落葉する。若木や成木なと植裁木ては落葉被害 

がでても、さほど生長に悪影響を与えることはないが、苗木の時代では、 

激しく発生すると、生長抑制から生育不揃い、さらに得苗率の減少をも 

たらす（図版9-3, 4)。 

病原菌 Cercos1oora vihc,s Ellis et Everhart〔＝Cercospora V//IC/S 

Sawada 」 Pseudocerco功ora ui/ices (Sawada) Gob et Hsieh〕 子座は 

表生、褐色、20-46y m 。分生子柚は子座上面から叢生し、ある-1は葉 

裏表面を迷走する菌糸から分岐直立し、単条、褐色、0-2隔壁を有し、 
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発生樹種 と分布 本病菌はチーク (n2c煽そ"g'"′雄鶏) のみを侵す。従

って、発生地域もチークを導入しているアシアに限られている。現在ま

での ところバ ングラデシュ ・イン ド ・イン ドネシア ・ミャンマー ・パ キ

スタン・フィリピン ・スリランカ ・タイ ・台湾から被害報告がある。

防除対策 a 種子を購入あるいは譲渡された時は核雑物、とくにチー

クの葉の破片に注意し、獅子以外の狭雑物は集めて焼却する。

b 周辺のチーク成林が苗木への伝染源になるから、チークの義歯は

なるべ く周りにチーク林のないところで行 う。

c 種々の苗木の輸送梱包材料としてチークの葉を使うのは止める。

d 橋 き付 き幼苗に発生 を認め た ら、 トリアジメホン剤 (1,000~

2,000倍)あるいはマンネブ剤(500倍)を10日おきに数回散布する。

かっぱんびょう

4) ニンジンボク褐斑病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こす。始め葉

に小さな褐色の角斑を生じ、これは周囲不鮮明になりながら拡大し、5~

1omm 大の褐色斑となる。周りを赤褐色の帯で囲まれる病斑もある。病

斑表面に微小黒点 (病原菌の子座)を散生し、これはまもなく灰緑色す

すかび状物 (病原菌の分生子塊)に被われる。病葉裏面は淡灰緑色の微

粉状 (表生菌糸からの分生子柄と分生子形成のため) を呈する。病葉は

しだいに黄化・褐変して落葉する。若木や成水なと植栽木ては落葉被害

がでても、さほど生長に悪影響を与えることはないが、苗木の時代では、

激しく発生すると、生長抑制から生育不揃い、さらに得遁率の減少をも

たらす (図版 9‐3,4) 。

病原 菌 Ce だo物 om 駆れαs EII1s et Everhart 〔=C の節 夢の" 〃′′?czs

sawada,Pse" ゐ鑑フでoめの謬メ舵′s(Sawada) Goh et Hsleh 〕 子座 は

表生、褐色、20~46 “ m 。分生子柚は子座上面から叢生し、あるいは葉

裏表面を迷走する菌糸から分岐直立し、単条、褐色、0~2 隔壁を有し、
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15-35 x 2 5-4 5p rn、全出芽・シンポジオ型に分生イを形成する、離 

脱痕は明瞭だか肥厚しないロ分生子は凌オリーブ色、倒棍棒状、直ない 

しやや湾曲、3~8隔壁を右し、25-67 X 2-4p m 、基部裁切形だが肥 

厚せず、頂部細まりやや劣る、表面平滑（図15), 

り『 

a 

議 
図司5 モラべ褐斑病菌 

a 子座と分生子柄、 b 分生子（H =lflprn ) 

＼、 

本病菌はアメリカでVitex agmis-casli背上に記載され、台湾からニンジ 

ンボク（V negundo) に記載されたCercospoia WI/C/S Sawadaはその異 

名とされた。最近、台湾産ニンジンポク上の菌（Pseudoceicospora vi加祢 

(Sawada) Goh et Hsiehと改名）は、米国産の菌とは別種との意見か 

出されている。 また、 Vitex属樹木には他に、Cercosjioia aganvali 

Chupp , C wabenChupp, Pseudocercospora vitwicola (Yen et Lim) 

Yen, P mIte管ena Yen et a! P . vthcis-quinatae (Yen) Yenの5種の 

菌が記載されているが、これらの中には互いに相似する種がある。日本 

とフィリピン産の病原菌はCercospora vitecis Eli, et Ev と同定されて 

いるが、分生子柄、分生子の特徴から1コseudocerc・oゅom属 に所属するも 

ので、これらを含めてニンジンボク属樹木上のCWC0ゆ0m関連属菌は一 

度整理の必要がある仲間である。 

発生生態 病原菌の分生子は霧状の水肩を含んだ湿った風によリ伝播 

される。したかって、伝播の時期は雨季てあるが、苗畑では雇水をする 

一101 

15~35 × 2 5~4 5〆 m 、全出芽・シンポジオ型に分生了を形成する、離

脱痕は明瞭だか肥厚 しない。分生子は淡オ 1jーブ色、倒視棒状、直ない

しやや湾曲、3~8 隔壁を有し、25~67 × 2~4 〆 m 、基部載切形だが肥

厚せず、頂部細まりやや劣る、表面平滑 (図‐15)。・
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　図‐15 モラベ褐斑病菌

a 子座 と分生子柄、 b 分生子 (H=lo"m)

本病菌はアメリカで t/'忽tαgi!′′$似瀞婚上に記載され、台湾からニンジ

ンボク (1/ 71egmzdo) に記載された Cの℃ospom ひげ肥ぉ sawada はその異

名 とされた。最近、台湾産ニンジンボク上の菌 s細め cののsPの口頭たな

(Sawada)Goh et Hsieh と改名 ) は、米国産の菌とは別種 との意見か

出 され て い る。 また 、 勝沼・属 樹 木 に は他 に 、 CのでDSPのαα8の・o可 z

ChuPP,C 凋め e理ChuPP,Psez!doce ′の ゅ om “zczco/"(Yen et L1m)

Yen,P 班′zcrgem Yen et al ,R U?ねc怨望中川超e(Yen)Yen の 5種 の

菌が記載されているが、これらの中には互いに相似する種がある。日本

とフィリピン産の病原菌は Ce'℃ospom wr′αs EI1,et Ev と同定されて

いるが、分生子柄、分生子の特徴から Psezf〆〃cので偽Pom 属に所属するも

ので、これらを含めてニンジンボク属樹木上の Cのcospom 関連属繭は-

度整理の必要がある仲間である。

発生生態 病原菌の分生子は霧状の水満を含んだ湿った風により伝播

される。したがって、伝播の=紗那ま雨季てあるが、苗畑では潅水をする
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ため、－年を通じて伝播可能である。病原菌の種預は異なっても、伝播 

の生態は同じてある。宿主上での発芽・侵入なとの生態や、潜伏期問な 

といずれもまだ不明てある。 

発生樹種と分布 Ceivoゆow v,l,c,s Ellis et Everhart 中国ーフィ 

ジー・イント・日本・フィリピン・台湾ーアメリカからセイョウニンジ 

ンポク（Viler agniパcast司、ニンゾンホク〔V mgundo)、モラへ（v 

paroiflorn). vtrfohaに発生報告かある。 

C agaiwah Chupp はイントからニンジンボク上に、 C. wahen 

Chuupp はアメリカからセイョウニンジンボク上に、Pseudoceicoゆom 

othczcola (Yen et Lirn) Yenはシンガポールからルバンニンゾンボク 

(V pubescei司上に、丑vilicigena Yen etalはインドからニンゾンホク 

上に、P odicis-quinatae (Yen) Yenは台湾からオオニンゾンポク（v 

quinata）上に報告されている。 

防除対策 植栽林では落葉被害があっても、多少生長に響くだけて枝 

幹の枯死にはいたらないのて、とくに防除の必要はない。発芽幼苗時に発 

生を見た場合は、キダチョウラク褐斑病（p95）に準じて薬剤防除を行う。 

5）赤衣病 

樹種共通の病害7）赤衣病の項（p 27）を参照。インドとインドネシ 

アからチーク（Ta clone granthりに、インドネシアからシロニンジクボク 

mtax leuco.wIon)、ニンゾンボク（V. negun而）、 V Ii加haに報告があ 

る。 

6）ボトリオデイプロデイア胴枯病 

樹種共通の病害8）ボトリオデイプロデイア胴枯病の項（p 31）を参 

照。イントとタンザニアからチーク（Tectona gut)励S）に報告がある。 
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ため、一年を通じて伝播可能である。病原菌の種類は異なっても、伝播

の生態は同じてある。宿主上での発芽・侵入なとの生態や、潜伏期間な

といずれもまだ不明てある。

発生樹種 と分布 CののもPom 〃′r?c7s EII1s etEverhart 中国 ・フィ

ンー ・イン ト・日本 ・フィ リピン ・台湾 ・ア メリカか らセイヨウニ ンジ

ンボ ク (Vz′鎚 qg〃" ms′"s)、 ニ ンジンボ ク (V 〃β柳 川 o)、 モ ラベ (y

pのり扉om) 、 1/′′噴油αに発生報告かある。

C dgの w〃/7 Chupp は イ ン トか らニ ン ジ ン ボ ク上 に 、 C,w α彰 "

Chuupp はア メ リカか らセ イヨウニ ンジンポ ク上に、 Psezfdoce 定価Po 照

り′化に〆" (Yen et Lim)Yen は シンガポールか らルパ ンニ ンジンボ ク

(V P"bes α 7′s) 上に、 P.〃′′?c′ge〃"Yen erd 為まイン ドか らニンジンホ ク

上に、 P 房ねc婚姻〃zd!"B(Yen)Yen は台湾からオオニンゾンポク (V

qzrz'z解の 上に報告されている。

防除対策 植栽林では落葉被害があっても、多少生長に響くだけて枝

幹の枯死にはいたらないのて、とくに防除の必要はない。発芽幼菌=おこ発

生を見た場合は、キダチョウラク褐斑病(p95) に準じて薬剤防除を行う。

5)赤衣病

樹神共通の病害 7) 赤衣病の項 (p 27) を参照。インドとインドネシ

アからチーク (勃 domgm7d?s) に、インドネシアからシロニンジクボク

(1嶺釧 卿 fw呼わ'z)、ニンジンポク ロ/“軽 z〃2わ )、 1/ "駈り/′"に報告があ

る。

6)ボトリオデイプロデイア胴枯病

樹種共通の病害 8) ポトリオデイプロデイア胴枯病の項 (p31) を参

照。イン トとタンザニアからチーク (彩 cfo'mg'鰯〆′s) に報告がある。
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